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学 位 論 文 題 目 

ナイルティラピアの性分化開始機構に関する研究 

 

 有用水産魚種には雌雄で異なる経済価値を持つ種がおり、これらの種では性統御技術の

開発が望まれる。しかし、魚類の性決定から性分化開始に至る機序は明らかになっていな

いため、性統御技術の開発は未だに難しい。本研究は、性分化研究のモデル魚であるナイ

ルティラピアにおいて、性決定遺伝子 amhy と精巣分化誘導因子 gsdf の生理学的機能を調

べることで、その性分化開始機構を明らかにすることを目指した。 

 最初に、gsdf と精巣分化関連遺伝子 dmrt1 との関連を明らかにするために、未分化生殖

腺および精巣における発現局在をダブル蛍光 in situ ハイブリダイゼーションで調べ、両遺

伝子は共局在しないことを明らかにし、これら遺伝子が独立して発現制御されていること

を示した。次に、組換え Gsdf を分子的性分化初期の遺伝的雌（XX）仔魚に顕微注射し、

未分化生殖腺における性分化関連遺伝子の発現変化を調べ、Gsdf は foxl2、hsd17b1 および

cyp19a1a の発現抑制を通して雌性ホルモン（E2）産生を阻害することを示した。さらに、

組換え Amhy を作製し、同様に顕微注射実験を行い、Amhy は gsdf および dmrt1 の発現に

影響を及ぼさず、cyp19a1a の発現抑制を通して E2 産生を阻害することを示唆した。最後

に、組換え Amhy によって未分化生殖腺で発現変動する遺伝子を網羅的に調べ、細胞増殖

に関与する遺伝子を含む 10 遺伝子を選抜した。 
 これらの結果から、まず、性分化開始直前に amhy が発現することで未分化生殖腺にお

ける E2 産生が阻害され、E2 が存在しないことで gsdf の発現が高まり、さらに E2 産生が

強く抑制され、その結果、卵巣分化が阻害されることで精巣分化が始まるという性分化開

始機構のモデルを初めて提唱するに至った。この知見は、ティラピア性分化開始における

性決定遺伝子の機能的役割りを初めて明らかにするものであり、審査員一同は、申請者が

博士（水産科学）の学位を授与される資格のあるものと判定した。 


